








































































                                                   
1動詞、形容詞、コピュラを指す。第 5章も参照。 










































































                                                   








































































































































































表 1 談話別 ポーズの適切な位置と時間長 


















 今後の課題を 3点あげる。 
第一に、聞きやすいプレゼンテーション、聞きやすいインタビューの基準についてであ
る。スピーチよりもプレゼンテーション、インタビューは基準に幅があると感じた。従っ
て、各談話について聴取者側の持つ評価基準を明確にすることを課題にあげる。 
 第二に、構文構造とポーズの関連性を解明することである。本稿でも、意味的役割を基
準に文節を分類することで、構文構造との関連性の解明に着手した。だが、3種類の談話を
扱ったのみである。他の種類についても検討し、両者の関連性を研究することを課題にあ
げる。 
 第三に、ポーズの普遍性を検証することである。ターン保持が保証されている場面では、
述語的成分の後のポーズは長い（あるいは非常に長い）というのは、どの言語かに関係な
く、普遍的なものではないかと予測した。そして、補足的成分の後の短いポーズの出現位
置と時間長は、言語固有のものではないかと書いた。どちらも現段階では予測の域を超え
ていない。これを解明するためには、日本語のみならず他の言語のポーズについても研究
することが不可欠になる。まずは、構文構造が似ている韓国語、モンゴル語、トルコ語か
ら始めると、日本語との比較がしやすいと考える。 
